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や ま な し 
第75号 2010年10月28日（年３回発行） 

 

 

「障害者文化展の紹介」 

 

社会局事業部  

障害者文化展担当 中田 貴子 

 

 

 まず初めに県士会の事業部の仕事を紹介させていただきます。

事業部では、主に３つの委託事業を行っています。１つ目に障

害者文化展、２つ目にねんりんピック、３つ目に機能訓練事業

というものがあります。今回はその中の障害者文化展について

みなさんに紹介したいと思います。 

 障害者文化展は今年で第１３回目を迎えました。山梨県障害

者福祉協会が主催し、平成 22 年 9 月１日～9 月 6 日までの 6

日間、山交百貨店の５階催事場で行われました。主旨は、障害

をもつ人達の日ごろの芸術文化活動の成果を示す作品や、趣味

や技術を活かした作品、リハビリテーション活動の中で作成し

た作品を展示することにより、県民の障害と障害者福祉に対す

る理解を深め、障害をもつ人が障害を克服し、自立と社会参加

への意欲を高めることを目的として行っています。 
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 障害者文化展にはふれあいコーナーというスペースが設けられ、視覚障害の方による点字教室や

聴覚障害の方による手話教室があります。また、他者との交流を深める目的で、簡単な小物作り教

室があります。事業部の仕事は、作品の搬入・搬出の他に、この小物作りの内容検討を行い実施し

ています。その際に作業療法の仕事内容などを説明しOTの啓蒙活動の場として活用させていただ

いています。このふれあいコーナーでは、各施設から１名が会場当番として、今年は計１１名の方々

にご協力いただきました。 

今回は、｢紙パックで作る竹とんぼ｣作りを行いました。（下記写真）ストローに加工した紙パック

を挿してできあがる簡単なものです。会場当番のスタッフの話では、「参加した方は実際に竹とんぼ

を飛ばし楽しそうでした。」「名前を書いて持ち帰る方もいました。」「体験は行わなくても、子ども

や孫に説明書を持ち帰りたいという方もいらっしゃいました。」などの報告がありました。また、ス

タッフ自身から「会場当番を行い、たくさんの障害者の方々や素敵な作品に触れられる機会が持て、

とても良い時間となりました。」「普段なかなか交流する機会がない視覚障害や聴覚障害の方々と交

流できて貴重な体験が出来ました。」との感想が聞かれました。 

 私自身、この仕事をさせてもらう中で様々な経験ができました。他病院・施設の方と知り合うこ

とや、山梨県障害者福祉協会の方との交流、実際に会場当番を行い様々な障害を持ち地域・施設で

生活している方々との交流など、普段の業務では決して経験できないことを学ぶことができました。

また、年々作品の質が高いものとなっており、みなさんが工夫しながらこの文化展に向けてがんば

っていることが素晴らしいと思います。今年は７施設から３３作品が集まりました。どの作品も様々

な工夫がしてあり、作った方の熱意が感じられました。みなさんもぜひ機会を作り、来年の障害者

文化展に足を運んでみてはいかがでしょうか。来年もたくさんの出品をお待ちしております。 
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身障だより 

石和温泉病院 

金子 瞳 

 石和温泉病院は甲府盆地の中心に

位置しており、病室からは山が一望

でき、近くには平等川も流れていま

す。春には病院の庭の桜が咲き乱れ、

夏には蝉が鳴き、秋には柿が実り、

冬には雪が積もることもあり、とて

も四季を感じられる病院でもありま

す。 

昭和 39 年全国に先駆けてリハビ

リテーション医療を展開。豊富な温泉を利用した水治療も取入れ、閑静な環境の中、

安全に安心して治療に専念できる医療の提供を目指して、日々取り組んでいます。

当院では、予防医療からリハビリテーション、そして在宅医療までをトータルに考

え運営しています。回復期リハビリテーション病棟（128 床）・療養型病床（54 床）

において、入院されている患者さん一人一人の生活を考え、身体の痛みや心の不安

を和らげ、社会や家庭で幸せな毎日が過ごせるよう願い努力しています。 

作業療法室のあるリハビリテーション科は作業療法士 21 名、理学療法士 36 名、

言語聴覚士７名で構成されています。OT は回復期リハビリテーション病棟を主に

担当し、対象となる疾患は脳血管疾患、整形疾患、廃用症候群、神経難病が主とな

っています。年齢も 16～99 歳と幅広く入院され

ています。 

平成 22 年４月より PT が先行して回復期 365

日リハを開始、続いて 6 月より OT も 365 日リ

ハ導入となり、よりいっそう充実した体制になり

ました。最近ではセラピストが自分の担当だけを

見るのではなく、病棟担当のセラピスト達が病棟

全体の患者さんへ目を配り、病棟全体でフォロー

をするような様子が見られてきています。また病

棟研究なども行っており、昨年からは病棟内にて

毎週１度、レクリエーションを行う事や ADL への積極的な介入、疾患とアクティ

ビテーの関連性の検証など、さまざまな取り組みも始まっています。 

 さて、作業療法室ですが、21 人いるメンバーの中でも 1 年目 5 名、2 年目 6 名

と若い年齢層が半分を占めています。また男性 15 名、女性 6 名で、珍しく男性作

業療法士が多い職場となっています。女性である私としては、もう少し女性のうる

おいがほしい！！と思い、日々、先輩と話しています。しかし室長が女性であると

いうこともあるためか、女性もしっかり意見を言う方が多く、人数は少ないですが、

存在感はあります。そのためか石和の女性は強くなる！！という噂話があるとかな

いとか。 
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広々としていた作業療法室も最近ではメンバーも増えたこともあり、プラットホ

ームに患者さんが座りきれないということもよくみられるようになってきました。

当院の作業療法室は治療器具の種類が多いとは言えませんが、少ない治療器具の中

で、各セラピストがいろいろな使い方を考え、工夫し、患者さんへの介入を行って

いるため、一つの治療器具でもいろいろな使い方をするセラピストがいます。ほか

のセラピストの介入をみていると「この治療

器具はこんな使い方もできるんだ！」と新た

な発見や驚きなどもよくあります。このよう

にメンバーが増えたことで、さまざまなアイ

ディアや意見もでるようになってきたので、

これからも各セラピストがお互い高め合って

成長できたらいいのではないかと思います。 

これからも県士会活動や研修会、学会など

でお世話になると思います。今後とも石和温

泉病院作業療法室をよろしくお願いいたしま

す。 
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精神科だより 

当事者ボランティアについて 

 

住吉病院（レク療法室） 

近藤考志 

 

自分は住吉病院に入社して14年目になりますが、デイケア勤務が１０年間と長く、その間ＯＴ

の集まりから足が遠のき、精神科ＯＴでも知らない方が多いと思うので、自己紹介がてら、今行っ

ている取り組みについて紹介させていただきます。現在は、レク療法室という部署に配属となり、

2 年が経過しようとしていますが、主な業務としては、病院全体で月に1 回行われるイベントと、

地域ふれあい交流事業(病院と地域の交流を目的とした県の事業、以下交流事業)の企画運営を行っ

ています。普段は、作業療法室のスタッフとOTのプログラムに入りながら、フリーの時間を利用

してレク業務を行っています。振り返ると前任者の松田ＯＴＲからひきついでからの１年間は、何

とか無事にイベントを運営することで精一杯でしたが、２年目になると少しゆとりも出てきて、自

分の構想を少し盛り込めるようになってきたような印象があります。今自分が携わっている業務の

中の一つに、『ふれあいグループ』という音楽を通じた当事者ボランティアの方（障害を持った）達

の取り組みがあるのでご紹介します。 

 

事の発端は、前記の交流事業の１つで毎年行っている『ふれあいナイトコンサート』で、例年高

校の吹奏楽部など慰問で発表してくれる代わりに、自分たちのオリジナル曲を発表させてほしいと

2名のメンバーさんが申し出をしてくれたのがきっかけです。結局、心当たりのあるメンバーさん

に声かけして、発表の場を求めていた方４名と、司会希望の目立ちたがり屋の方１名が出演を希望

してくれ、コンサートを2部構成として、１部でふれあいG、２部で地域ボランティアのアカペラ

グループが発表してくれることとなりました。ふれあいＧ構成メンバーは、それぞれ一般就労・授

産・デイケアなど様々な活動を日中されているので、練習は午後3:30～、決めた日にちに、『調子

がよくて都合付いたら来る』というふんわりしたスタンスで行いましたが、モチベーションもあっ

たせいか、休みは少なく練習されていました。 

 

しかし、いざやるとなると、自分は『コンサートが盛り上がるか』メンバーも『上手く演奏出来

るか』少し不安になりましたが、その時、院長が『別に失敗してもいいじゃない』と一言さらりと

言ってくれ、肩の力を抜く事が出来ました。また、『別に、失敗しても、そこから何か学べば良いし、

嫌なら無理せずやらなければ良い話じゃないの？』とも話してくれ、その考え方は、院長→自分→

メンバーと共有されていき、お互い力まずにチャレンジできる雰囲気ができたように思います。 

 

結局、コンサートは１２０名を超えるお客さんの前での演奏となりましたが、みなさん力を発揮

し、会場からも手拍子や拍手が多く聞かれ、あたたかい雰囲気で終えることが出来ました。また、

「聞いている方に楽しんでもらえたようで、うれしかった。」と素直な感想がメンバーから多く聞か

れ、また応援したいという気持ちになりました。 
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その後も、交流事業で行った『健康まつり』で、会場設営・フリーマーケット・野菜ジュース試

飲会・抽選会など職員と同じように実行委員として活躍をしてくれ、イベント後は打ち上げで、フ

ァミレスでお茶をしながら、次はどんな事がしたいかなど話し合いました。この頃から「今度は、

こっちから他の施設に出向いて、音楽で楽しんでもらいたい」など病院内だけではなく、外にも意

識が向いたコメントが多く聞かれるようになりました。そこで、検討した結果、病院の盆踊り大会

で、地域の方の前で発表し、機会があったら呼んでほしいとチラシを配るなどの試みもしてみまし

た。今のところ、連絡を待っている状態ですが、もしこれをお読みになっている施設で、レクリエ

ーションの時間などありましたら、呼んでいただけると、うれしいです。出来る内容は下記に、記

載させていただきました。 

 

また、その他、ダンスパーティーや合唱コンクールなどのイベントでも、発表や審査員を務め、

場を盛り上げてくれたりしました。こちらが活動の場を提供しているつもりが、いつの間にかお世

話になっている感じだなと思いながら、楽しくコラボさせてもらっています。 

 

最後に、メンバーさんが考えたグループのモットーに『Getting  better』という言葉がありま

す。それは、『段々良くなる』という意味らしいですが、前向きにチャレンジしようとする方たちと

出会え、自分を必要としてくれ、応援できることはこちらも元気にさせられます。ありがたいと思

いながら関わっていきたいと思います。 

 

次の発表は、11月開催の『心の健康を考える集い』で発表する予定です。 

 

グループ演奏            ピアノ演奏 

①また君に恋してる（いいちこ）   ①アメージンググレイス 

②チェッコリ・コラソンデメロン   ②タイタニックのテーマ 

③真っ赤な太陽           ③春よ来い 

④夢の中へ             ④粉雪 

                  ⑤ジュピター 

                  その他：ジブリ関係 

＊オリジナル曲多数 

 

 

 

 

 

お問い合わせ 

住吉病院、レク近藤まで 

Tel 055－235－1521 

mail  reku-shitu@sumiyoshi-hp.or.jp 
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活動紹介 学術局生涯教育部 

 

生涯教育部長 

住吉病院 金丸聡志 

 

今回は、生涯教育部の活動を紹介します。 

生涯教育部は日本作業療法士協会の生涯教育制度に沿って、年度初めに新人OTR に向けた生涯教

育制度の説明会、毎年10テーマの現職者共通研修・現職者選択研修（今年度は身障・精神領域）

の企画・運営を行なっています。 

各研修会の企画では皆さんが関心を持って参加し、多くの情報を得られるようにと様々な先生方に

お願いし、貴重な話をして頂いています。毎回多くの参加者が集まり、研修を運営出来ています。

ありがとうございます。 

 

生涯教育制度は会員の自己研鑚や作業療法の専門性・質の向上を目的に構築されています。この制

度を活用し、知識と技術を向上させ、より良い作業療法を行っていきましょう。 

日本作業療法士協会に入会すると郵送されてくる“生涯教育手帳”には、毎回ポイントが押され認

定作業療法士や専門作業療法士取得に繋がっていきます。 

 

※詳しい生涯教育制度については山梨県作業療法士会HP・生涯教育手帳を参照下さい。 
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ここで、生涯教育部から研修に参加される皆様へのお願いです。 

① 手帳を持参して下さい 

当日参加された皆さんには、生涯教育手帳にポイントが加算されます。参加証明証の発行もし

ておりますが、各自手帳を持参して頂くと手続きがスムーズです。 

② 受講記録の年月日、テーマ欄は各自で記入してください 

研修会には多くの受講者の方が見えるので生涯教育部では、ポイントを捺印するのみとなって

います。各自で研修の年月日、テーマ名の記入をお願いしています。 

③ 研修会によっては生涯教育部員がいない場合もあります。 

参加証明証を持ち帰り、次回研修会参加時に受付に提示して下さい。 

 

現在、生涯教育部では青木理事をはじめ以下1６名の部員で運営しています。 

今後もお互いに自己研鑚出来るような研修内容を考えていきたいと思いますので、ご協力をお願い

します。 
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理事会だより 

平成22年度6月期 山梨県作業療法士会理事会 

日 時：平成22年6月28日(月)   

会 場：山梨ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 作業療法室 

出席者：山本、廣田、古屋、川崎、中村、三瀬、佐

藤、長坂、山田、宇野、青木、松田、工藤、

磯野、関谷：15名 

１.事務局(三瀬) 

1)山梨県社会福祉協議会より、介護機器普及事 

業運営協議会委員の推薦と会議のお知らせ 

を受託。推薦委員として、山本 伸一 氏。 

2)山梨県ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院施設協議会より、地域 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ従事者事業検討委員会の委員の 

推薦受託。山梨県作業療法士会より、山田  

稔 氏(富士温泉病院)を推薦。 

２.社会局(山田・宇野) 

＜渉外部＞ 

  研修会の予定 

テーマ：福祉の仕事セミナー 

日 時：平成22年8月10日(日) 

会 場：山梨県福祉プラザ  

講 師：小沢 健一 氏(健康科学大学) 

山田 稔 氏(富士温泉病院) 

＜厚生部＞ 

平成22年5月26日(水)に新人・転入者歓迎会 

を開催。参加者：180名(新人45名) 

3.学術局(松田・青木・工藤) 

＜生涯教育部＞ 

今年度の活動計画報告 

1)現職者共通研修 

①テーマ：作業療法生涯教育概論 

日 時：平成22年7月13日(火) 

会 場：山梨ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 

講 師：山本 伸一 氏(山梨ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院) 

②テーマ：保健･医療･福祉と地域支援 

日 時：平成22年8月3日(火) 

会 場：住吉病院 

講 師：富士宮 秀紫 氏(住吉病院) 

③テーマ：作業療法における協業･後輩育成 

日 時：平成22年8月29日(日) 

 

会 場：健康科学大学 

講 師：中村 雄 氏(健康科学大学) 

④テーマ：職業倫理 

日 時：平成22年8月29日(日) 

会 場：健康科学大学 

講 師：関谷 宏美 氏(甲州ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院) 

⑤テーマ：エビデンスと作業療法実践 

日 時：平成22年9月8日(水) 

会 場：山梨ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 

講 師：丹羽 正利 氏(健康科学大学) 

⑥テーマ：作業療法の可能性 

日 時：平成22年9月26日(日) 

会 場：未定 

講 師：未定 

⑦テーマ：日本と世界の作業療法の動向 

日 時：平成22年10月4日(月) 

会 場：山梨ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 

講 師：廣田 真由美 氏(石和温泉病院) 

４.特設委員会(磯野) 

＜地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ委員会＞ 

1)平成22年6月23日(水)地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝﾌｫｰﾗ

ﾑを開催。6７名が参加。 

2)平成22年7月25日(金)介助犬ｸﾞﾙｰﾌﾟの研修

会を開催予定。会場は甲州ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院。 

3)「地域包括ｸﾞﾙｰﾌﾟ」が新たに加わり、リーダー

は貫井 信幸 氏(山梨県立北病院) 

 

平成22年度7月期 山梨県作業療法士会理事会 

日 時：平成22年7月27日(火)   

会 場：山梨ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 作業療法室 

出席者：山本、廣田、中村、三瀬、佐藤、山田、宇

野、青木、松田、工藤、磯野；11名 

1.会長(山本) 

全国研修会の日程について。平成23年9月18

日・19 日にベルクラシック甲府にて開催。定員

は500名を予定。 

２.事務局(三瀬) 

都道府県作業療法士会より、「訪問ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ地域

リーダー育成研修会」の案内と参加申請を受託。

山梨県作業療法士会からは、甲府城南病院の長坂 
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真由美氏を推薦予定。 

＜生涯教育部＞ 

1)現職者共通研修 

①日 時：平成22年7月13日(火) 

会 場：山梨ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 

講 師：山本 伸一 氏(山梨ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院) 

参加者：53名 

 ②日 時：平成22年9月7日(火) 

  テーマ：作業療法のエビデンス 

  講 師：丹羽 正利 氏(健康科学大学) 

2)現職者選択研修 

 ①日 時：平成22年12月12日(日) 

  テーマ：～就労支援～ 

身障領域講師： 

   大野 秀博 氏(山梨クリナース) 

三瀬 和彦 氏(甲府城南病院) 

   磯野 弘司 氏(春日居ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院) 

    並木 奈緒美 先生 

     (ゆうき居宅介護支援事業所) 

  精神領域講師： 

   古屋 豊美 氏(山梨厚生病院) 

川崎 加代 氏(住吉病院)他2名検討中 

＜福祉用具委員会＞ 

第3回福祉用具委員会研修会  

実践編②「車いす」 

テーマ：車いすの基礎知識、適合評価の演習、 

事例検討等 

日 時：平成22年11月6日(土)7日(日) 

会 場：大木記念ホール 

講 師：福祉用具委員会委員9名 

３.特設委員会(磯野) 

＜地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ委員会＞ 

平成22年7月25日(日)介助犬について研修 

会を開催。参加者は33名。 

 

平成22年度8月期 山梨県作業療法士会理事会 

日 時：平成22年8月31日(火)   

会 場：山梨ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 作業療法室 

出席者：山本、廣田、古屋、中村、三瀬、佐藤、長

坂、山田、青木、松田、工藤、磯野、関谷；1３名 

 

1.副会長(廣田・古屋) 

1)健康長寿やまなし推進本部ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ部会が 

開催。廣田真由美氏が会長代理として出席。 

2)介護機器普及事業運営協議会が開催され、古屋  

豊美氏が会長代理として出席。 

2.事務局(三瀬) 

現在、会費納付率 85％(会員数：445 名 未納

付会員：65名)会費未納会員には、当年度公費の

完納を請求予定。 

３.社会局(山田・宇野) 

＜事業部＞ 

 テーマ：福祉の仕事セミナー 

日 時：平成22年8月10日(火) 

会 場：山梨県福祉プラザ 

 講 師：小沢 健一 氏(健康科学大学)、 

山田 稔 氏(富士温泉病院) 

 参加者：24名 

４.学術局(松田・青木・工藤) 

＜生涯教育部＞ 

1)現職者共通研修  

①テーマ：「保健医療福祉と地域支援」  

  日 時：平成22年8月3日(火)  

  講 師：富士宮 秀紫 氏 

(山梨県精神保健センター) 

参加者：51名 

②テーマ：「日本作業療法士における協業と 

後輩の育成」  

日 時：平成22年8月29日(日)   

  講 師：中村 雄 氏(健康科学大学)  

関谷 宏美 氏(甲州ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院) 

  参加者：28名(職業倫理25名) 

2)選択研修 精神分野  

会 場：石和ケアハウス 

講 師：加藤 智也 氏(健康科学大学) 

川崎 加代 氏(住吉病院) 

古屋 豊美 氏(山梨厚生病院) 

５.特設委員会(磯野) 

＜地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ委員会＞ 

平成22年7月25日(水)に、介助犬のフォーラ

ムを開催。参加者は35名。 
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平成22年度9月期 山梨県作業療法士会理事会 

日 時：平成22年9月27日(月)   

会 場：山梨ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 作業療法室 

出席者：山本、廣田、古屋、三瀬、佐藤、長坂、青

木、松田、工藤、磯野、関谷；11名 

1.学術局(松田・青木・工藤) 

＜企画研修部＞ 

1)テーマ：口腔内における喀痰等の吸引 

  日 時：平成22年9月16日(木) 

  会 場：山梨県立大学 

  講 師：遠藤 みどり 先生 

(山梨県立大学 教授)  

  参加者： 96名(参加申し込み者221名) 

2)テーマ：子供たちへの発達支援 

～自我発達を中心に～ 

  日 時：平成22年9月29日(水) 

会 場：県立青少年センター 

講 師：平松 洋子 氏(甲府共立病院) 

  参加者：参加申し込み者：100名 

＜生涯教育部＞ 

1)現職者共通研修  

①テーマ：「エビデンスと作業療法実践」  

   日 時：平成22年9月7日(火)  

 

 

   講 師： 丹羽 正利 氏(健康科学大学) 

   参加者：60名 

②テーマ：「作業療法の可能性」、 

「事例検討方法論」 

日 時：平成22年9月26日(日)  

   講 師： 鷲見 よしみ 先生 

(山梨県介護支援専門員協会) 

佐藤 真一 氏(健康科学大学) 

   参加者：25名 

③テーマ：「日本と世界の作業療法の動向」  

日 時：平成22年10月4日(月)予定 

   講 師：廣田 真由美 氏(石和温泉病院) 

④テーマ：「事例検討と報告」 

日 時：2月下旬を予定 

＜学会運営部＞ 

学会テーマを「挑戦～活躍の場の広がりと専門性」

とし、理事会にて承認される。 

2.常設委員会(関谷) 

＜福祉用具委員会＞ 

1)テーマ：車椅子(仮) 

日 時：平成22年11月5(土)・6日(日) 

  会 場：大木記念ホール 
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編集後記 

今シーズンはヴァンフォーレがJ1へ昇格しそうです！！残りの試合もがんばれー。ついでに、結婚しました！（な） 

 やっと涼しくなり、お出かけが楽しい季節になりました。おいしいものを求めてあちこち旅に出ます！（み） 

 食欲の秋！！の前にダイエット始めてみました。お茶の時のお菓子は大敵ですね。（内） 

 秋になると、財布の中は冬になります。美味しい物も、新しい服も、旅行も。。。（つ） 

 最近は、旅行に行ってないです。ゆっくり紅葉を見たり、温泉につかりたいです。（米） 

 今回から広報部に入りました。よろしくお願いします。（精進） 

 今回の精神科だよりでは宣伝を含む記事を掲載させていただきました。なかなか素敵なバンドで私も元気をもらってます。（ふ） 

 今年の冬は寒いとのウワサを聞きました。近々、友人と寒さのヤツについて語り合う予定です。（い） 
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山梨県作業療法士会 各種申請書について 

 

●入会申請書 

●退会届 

●登録変更届 

●休会・復会届 

上記の各申請書を山梨県作業療法士会ホームページからダウンロードして頂き、下記ま

で、郵送又はFAXにてご連絡ください。もしくは直接、下記連絡先までご連絡頂きま

すようお願い申し上げます。 

 

連絡・郵送先 

山梨県作業療法士会 事務局 管理部 

〒400-0831 山梨県甲府市上町753-1  

甲府城南病院 リハビリテーション部内 

FAX：055-241-8660（代） TEL：055-241-5811（代） 

 


